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県内実態実例集


青森県生活と健康を守る会連合会

青森市長島３丁目１７一６

電話・ＦＡＸ（０１７）７７３－２９３６
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【国民健康保険・医療】
◇「次回から10割の支払い」…すがる思いで生健会に

瀬川ともよ（68歳・仮名）

今年1月末に国保税を1万円支払いましたが、黄色い「資格証明書」です。Ｙクリニックの窓口で「次回から10割の支払いになり大変なので、こういうところがあるので相談に行ってみては」と言われ、わらにもすがる思いで生活と健康を守る会に電話しました。

　私達夫婦はともに68歳です。夫の年金は2ヶ月で5万円。平成3年に脳梗塞で倒れ、現在も通院中です。私は無念金です。自宅を店舗にスナックをやっていますが、いまは3ヶ月に客が4人という状況です。店を貸してやめたいと思うのですが、借り手もありません。平成13年分からの国保税が納めることができないでいます。16年分の国保税は39,200円ですが、暮らしていくのと、病院代を払うのがやっとで、国保税を払える余裕はありません。1月に払った1万円は私達にとっては大金でした。

　生活の状況を話したら、国保税の減免申請と分割納付のこと、生活保護について説明してくれました。帰宅してから夫と相談し、店を閉めることを決めて、生活保護を申請することにしました。夫にも話を聞いてもらいたいと事務所に一緒に行きました。そのとき4千円しか所持金がありませんでしたが、体の不自由な夫と一緒ですのでタクシーで行き、半分使いました。そのことを話したら、事務所の人が車で家まで送ってくれました。涙が出る思いでした。

　私は字が書けません。夫も病気のせいで自分の名前と住所を書くのも大変です。申請書を書くのも援助してもらい、法外援護の1万円を借りることができました。今まで私たちの生活のことをこれほど親身になって考えてくれる人はいなかったので、本当にありがたいと思いました。

◇税申告をしていなかったので国保税・介護保険料が高くなって・・
相坂　みさ（70歳・仮名）

　私は無年金です。夫が亡くなってからは年間24万円の駐車場代のみが収入です。息子は土建業で働いていますが、交通事故にあってからはアルバイト程度の仕事しかできず、月平均45,000円ほどの給料です。

　平成16年度の国保税は85300円、介護保険料は44600円（第3段階）です。生活が大変でずっと払えないできました。保険生協の方が心配してくれて、一緒に生健会の生活相談に行きました。

　さっそく国保税と介護保険料の減免申請をしました。夫がなくなってから税金の申告をしていなかったので軽減されなかったそうです。窓口ですぐ、国保税は15年度と16年度分が法定7割軽減とかで25,600円になりました。昨年分の税申告もしたら、介護保険料が15・16年度の分が33,600円になるそうです。滞納がなければ、減免申請でもっと低くなったかもしれないそうです。国保税・介護保険料の未納分は2,000円ずつの分割で納めることにしてもらいました。

　収入が少ない人ほど、税金の申告をきちんとすることが、こんなに大切なこととは知りませんでした。少ない蓄えを取り崩してやっと生活していますので本当に助かりました。

◇国保税が法定５割軽減され、過払い分がもどることになりました

坂本　輝夫（５１歳・仮名）

　内装工をしています。不況で本当に大変です。病気で倒れてから思うように仕事ができなくなったので、長男も私の仕事を手伝ってくれるようになりました。

　税金相談会に昨年の申告書の控えと、179,500円の国保税の納付書を持っていったところ一昨年の所得では国保税が法定5割軽減になってもいいはずなのに、軽減されていないことがわかりました。重税反対実行委員会の市税務課交渉で、軽減されていない場合は過払い分は返還するという回答だったということなので、会の人と一緒に国保医療課へ行きました。

　一昨年は息子に所得がなかったので扶養につけていました。成人している息子に課税所得があるかもしれないということで軽減を保留していたらしく、所得の「ゼロ申告」も大切だと初めて知りました。法定5割軽減が認められて、9期分の国保税は納めなくてもいいことになり、過払い分も払わなくていいことになりました。

　16年度は127万円ほどの収入です。経費のほかに息子の専従者控除をとった所得では、もっと国保税が安くなることを知りました。知らないでいると大きな損をすること、暮らしを守るために税金の自主申告は本当に大切だと実感しました

◇資格証明書なので何年も病院に行けず辛い
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐々木　望（仮名・28歳）

私は、夜8時から午前2時まで飲食店で働いていますが、体の具合が悪く週1～2回しか仕事ができません。収入は月4万円弱です。体を治せばもっと働くことができるのに、保険証がないため何年も病院に行けずとても辛いです。一週間もの間40度近くの熱が続いた時も、インフルエンザかな？もうこのまま死んじゃうのかな？と思いながら、市販の薬でじっと我慢していた時もありました。このままではいけないと思っていた7月の中頃、歯が痛くて我慢ができなくなり、友人の紹介で青森生活と健康を守る会に相談に行きました。すぐに事務局の人と相談員さんが一緒に私を市の国保医療課に連れて行ってくれました。そして、きちんと働き、納付するためにも保険証が必要と交渉してくれ、その場で『特別の事情』と認められ、正規の保険証を発行してもらうことができました。同時に税申告もし、7割減免することもできました。

私は、自分が小さい時離婚した両親は行方不明。育ててくれたおばあちゃんは18歳の時に亡くなり、それから10年間住む家もなく友達の家を転々としながら１人で生きてきました。家も、貯金も、生活できる収入も、これからのことを相談できる人もいない私はいつも不安でこの10年間、「自分はどうなっちゃうんだろう」とびくびくしながら生きてきました。

せっかくいただいた保険証です。一日も早く体を治して、がんばって仕事をして、住居を確保して、借金を整理して、一からスタートしていきたいと思っています。
◇子供が風邪をひいていますが「資格証明書」なので…

大きいお金の納入がないと「保険証」は無理だといわれました。
国保１１０番から（女性）

新聞を見て電話しました。国保税が払えないため「短期保険証」だったのですが、一昨年から「資格証明書」になりました。夫は自営業で塾をやっています。年々生徒の数が減り、やっていくのが大変です。子供が４人います。一番下の子供は小学３年生で風邪を引いているのですが病院に行くのを我慢させています。市役所の窓口に相談に行きましたが、「毎月１万円や５千円とか払っても駄目で、２０万円・３０万円といった大きいお金を納めないと普通の保険証は無理だよ」と言われました。

◇借金の支払いに追われ、「資格証明書」に

　クモ膜下出血で倒れた夫は治療をしながら出稼ぎをしています。

国保集中相談から（女性・５４歳）

　私は週３回透析を受けています。１１月から障害１級になったため私の医療費の心配はありませんが、夫の保険証は昨年２月から「資格証明書」になりました。

　平成１０年に夫はクモ膜下出血で倒れました。幸い仕事に戻れるようになったのですが、治療をしながら出稼ぎをしています。クモ膜下出血で倒れた年の１年間は仕事ができなかったため、借金をして生活をしました。そのときの借金の支払いに今も追われ、国保税の滞納は平成１１年分からあります。１０割自己負担の医者代は大きな負担ですが、仕事を続けるためには国保税の支払分を医者代にまわすしかありません。

　７割の償還分を未払いの国保税にまわせば、夫の医療費の自己負担分が３割になると思い、滞納分を毎月２万円払えると約束しましたが、払えずにそのままにしていました。

そこで会の人と一緒にあらためて相談に行きました。納期限の来ていない１６年分の減免申請ができること、１６年分の約束した納付額を毎月きちんと払えば、完納という形でなくても３割負担の「短期保険証」に切り替えてもらえることになりました。出稼ぎ先の夫にすぐに連絡しようと思います。

◇指を怪我し『資格証明書』で受診、心もズキズキ痛みました

弘前市　川村　明夫(仮名・32歳)

　昨年6月、指を怪我し『資格証明書』(平成15年10/1～16年9/30まで有効)を持って病院を受診。何針か縫ったので「明日消毒にくるように」と言われ、とても悩みました。治療を続けるためにも『資格証明書』を『短期保険証』に切り替えてもらいたいと、3千円持って市役所に行きお願いしました。国保担当者は「2年分滞納しているのでだめ、1年分払わないと短期保険証は出せない(1年間で5万2千円)」と断られました。

　何回お願いしてもだめでした。生健会に相談すると、国保担当者に一緒に交渉してくれ、今後生活保護申請をする見込みがあること、当面毎月3千円ずつ支払うことを条件に短期保険証に切り替えてもらうことができました。「あぁこれで安心して治療ができる」とホッとしました。

私は、5年前まで出稼ぎに行っていましたが腰痛がひどくなり、働くことができず、弘前に戻ってきました。1年前にヘルニアと診断され、現在無職、無収入状態です。

資格証明書になってから受診できず治療していません。一日も早く治して働きたいし、働かなければ暮らしていけないのに、保険証がないため、病気を治すことができないのです。確かに3千円という納付金額は少ないかもしれません。でも今の自分にとってギリギリのお金です。借金してでも納める努力をしている市民の気持ちをわかってほしいと思います。資格証明書の発行はやめてほしいです。

◇約束した額をきちんと納めても『短期保険証』

塩をなめるようにしてでも払わなければいけないのかと

青森市　塩越　達美　(仮名・62歳)

　私たち夫婦は子供に恵まれず、養子実子として育ててきました。青森では仕事がなく、息子はこの春出稼ぎに行きました。生活が苦しいので、それを機会に別世帯にとも思いましたが、妻が親子の絆が切れてしまうのではと心配するので、住民票上も3人世帯のままで暮らしています。夫婦2人合わせた年金収入は月15万円強ですが、市民税を払っている息子と同居している形になるので、介護保険料は夫婦とも第3段階で、2人分の介護保険料も大きな負担です。
　国保税の納付相談で家庭の事情も話して、今まで月3千円の納付にしてもらっていたのを今年度は5千円にして毎月きちんと払ってきました。今までは、翌年9月までの保険証だったのが、初めて1月31日が有効期限の保険証が届き、病弱な妻はそれを見ただけで不安になり、まいってしまっています。これ以上切り詰めた生活はできないけれど、病院に行けなくなると一番困るから、塩をなめてでも何とかとて払わなければと思うのですが、介護保険料の支払いもやっとなのに、国保税の未納分を払うためには借金をしない限り、私たち夫婦には用意できるお金がありません。

◇あと7万5千円以上納めないと2月から

『資格証明証』になると言われました

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市　大間　洋平(仮名・64歳)

債務整理をし、やっと落ちついた生活になったのもつかの間、昨年10月1日の保険証切り替えで、初めて有効期限が1月31日の「短期保険証」が送られてきました。高齢な母と妻は病気がちで、年金での生活は苦しく、毎年国民健康保険料の減免申請をしています。結果はいつも不承認です。せめて払える金額で納付をと、毎年国保医療課に分割納付の相談に行き、支払いが遅れている「特別な事情」を市に伝え、約束の納付額を誠実に支払ってきました。

妻や母の医療費の、多額の領収書を国保税の減免申請の際添付していますが、考慮されていないようです。今年も不承認でした。納付相談に行って、月5千円を年金支給月にまとめて払う約束をし、生活を切り詰めて約束した倍以上の納付をしてきましたが、前年度分までの未納もあり、今年度分まで完納することができません。それでも前年までは通常の保険証でした。

市の窓口に支払いに行くと、「昨年の分の未払い10万円を1月31日まで納付しないと『資格証明書』になるので、せめて7万5千円以上納入してもらえれば、保険証の期限を延長することができる」と言われました。

これから年金の出る月は12月だけなのでとても無理です。月平均2万3千円位の医療費がかかります。私たちの年齢になると、病気見舞い、身内や知人の葬儀・法事が多く、領収書が出ない出費もあって、生活は本当に苦しいのです。

◇たくさん病気があるのに短期保険証が(むつ新報、国保110番の記事を見て)

弘前市　加藤　敦子(仮名・65歳)

　私は、心臓、肺、緑内障の病気があり、仕事ができません。夫は、69歳、少し仕事があります。借地で、風呂や湯沸かし器もない古く傾いた家に2人で生活しています。年金は夫が4万円弱、私が3万円位です。医療費が月2万円以上かかります。どんなに辛抱しても国保料を払うお金がなく、ずっと滞納しています。金融公庫からお金を借りて全額払ったこともありますが、現在、30万円以上の滞納があります。

今、短期保険証なので期限がきたら資格証明書になるのでは・・と思うと夜も眠れず、心臓がドックンドックンし、起き上がる元気がありません。もし、保険証がなくなったら死ぬしかないと思っています。せめて、病気が良くなるまで通常の保険証をいただくことはできないでしょうか。

◇関節炎のため足を手術しました。

短期保険証なのでこれからのことが心配です

弘前市　岡山　香代子（仮名・54歳）

　10年前に離婚し、ずっと働いていましたが、1年4ヶ月前にリストラされその後無職です。同居の息子は飲食店をやっていますが、赤字続きで国保料の支払いができずにいます。何とか生活を立て直したいと思い、私は、息子の店を昼の時間帯も営業しようとラーメン屋を始めましたが、先日足の手術をし、松葉杖なしで立っていることができなくなってしまいました。

短期保険証の有効期限まであと2週間もなく、これからのことがとても心配です。

◇滞納してから1年経っていないのに短期保険証が

黒石市　60歳代男性

　黒石市は、国民健康保険税の納付書が6月に届きます。3月まで10回払いです。生活が苦しく、今期分の国保税を支払えずにいたら、11月から短期保険証になりました。滞納しているのは申し訳ないと思っていますが、わずか５ヶ月で通常の保険証がもらえなくなったことはとてもショックです。

◇滞納分を納めたいので『振込み書』をお願いしたのですが
青森市　矢田　光子（60歳代）

　毎月1万円ずつ国保税を払っていますが延滞金も大きくて支払いが追いつきません。

『12月27日まで納付相談を』という文書が来たので、何とかがんばって滞納分を払おうと思い「振込み用紙を送ってほしい」と収納課に電話しました。収納課は、「でも、もう保険証を送れないほどだから」と冷たい対応でした。

家に着くと、22日が期限の『滞納処分執行予告』文書が届いていました。「何度も催促したのに相談にも来ないから」と書いてあるのですが、私は窓口にも払えない事情を相談に行き、電話でもお願いしてきました。

　暗い気持ちで手にした東奥日報で、私のように悩んでいる人が増えているという記事を読みました。生活と健康を守る会のみなさんが、がんばって下さっていることを知って、救われるような気持ちになり電話をしました。

　少しずつだけどがんばって払いたいという気持ちをくんでいただきたいと思います。

◇収納課からあなたを信用できないと言われました
青森市　新山　道子　（仮名）・・・電話相談

　給与収入20万円強の夫と子どもの3人暮らしです。ずっと国保税を払えずにいましたが努力を続け、1年度分の滞納を残すのみとなりました。12月末、市役所から呼ばれ収納課に行き話をしてきました。「滞納金25万円全額払うように」の一点張りでした。話の途中で「あなたの言うことは信用できない」と言われ、ショックを受けました。我が家は昨年社会保険になりましたが、私たちなりに努力してきたつもりです。どんなにがんばっても全額納めるお金はありません。私が、「サラ金から借りても払えということですか？」と聞くと、担当者は「あなたに任せる」と言いました。

　東奥日報で生活と健康を守る会が国民健康保険の相談にのってくれることを知り、その記事を大事にとっておきました。悩んで悩んで本当に困って電話しました。払いやすい金額で分割してもらえたらと思います。

◇きちんと分割納付しているのに毎月督促状が配達され、

その度に気が滅入ります

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市　小泉　江子(仮名・54歳)

　洋裁の内職で細々と暮らしています。わずかな貯えも残り少なくなり、借り入れをしたりしながら何とか生活しています。幸いにも国保税の減免が承認されて毎月千円の分割納付にしていただきました。

　でも、心配なことがあります。毎月きちんと払っているのに、督促料のついた督促状が毎月届きます。市役所の係の人は、督促状を無視してもいいと言うのですが、郵便局の人が配達に来る度に、払いの悪い家だと思われているのではと気が滅入ってしまいます。督促状の郵便代だって税金。減免を承認した人、きちんと分割納付している人に督促状を出さない方法をとってほしいと思っています。

◇「このチラシは捨てられない」と、

すがる思いで国保の相談に来ました

青森市　桜田　薫(仮名・62歳)

　私は親の介護等のために借金をして3月に自己破産をしました。仕事を探していますが62歳という年齢ではなかなか見つかりません。夫は74歳、病気療養中です。　

　夫の年金が月18万円ほどですが、それを担保に借金しているため半分は返済分として引き落としになってしまいます。私は国保税の納付相談の時にそのことをつい忘れてしまって、年金が支給される月なら払えると思い、月に2万円ずつ納める約束をし、(したと言うよりさせられたという感じです)今日2万円納めてきました。納付相談で作り直してもらった納付書は8・9・10・11・12・2月と毎月のようになっています。収納課に「年金の支給される月は市営住宅の家賃8千円を2ヶ月分、国保と水道料も2ヶ月分納めるので大変です」と言ったら「約束は約束だから」と言われました。

　本当に苦しい生活です。団地のポストに入っていた生活と健康を守る会のチラシを見て、「このチラシは捨てられない」と市役所の帰りにすがる思いで相談に寄りました。

生健会に相談して初めて国保税の減免ができること、市営住宅の家賃減免申請ができることがわかりました。市役所でも、生活に困っている市民が活用できる制度があることを教えてくれたらと思います。保険証がないと安心して病院へ行けなくなるので、何としても国保税を払い続けなければと毎日悩みながら生活しています。

◇病気で右足が麻痺した息子のめんどうみています

国保料の減免ができませんか　　(むつ新報、国保110番の記事を見て)
弘前市　城下　聖子(仮名・76歳)

　息子は48歳、離婚して一人で暮らしています。子どもの時ポリオになったことで、6年位前から右足が軽く麻痺し、おととしから左足もしびれ、感覚がなくなり、銀行員を失業しました。息子は障害4級です。働けない息子を、私の月8万円強の遺族年金とわずかな貯えでめんどうみています。国保料は1万8千3百円。最低線の国保料だと思いますが減免申請できるでしょうか。

◇生活保護を辞退させられ、生活がたいへんです

弘前市　工藤　清子（仮名・73歳）

◇抗がん剤治療中です。国保税を減免してください

平内町　田中　望(仮名・51歳)

　私は、今51歳です。45歳の妻と21歳の娘と3人で生活しています。私は今年の2月20日に大腸がんのため入院しました。3月5日に手術し、20日に退院しましたが、今も週1回、抗がん剤治療のため通院しています。1回の通院に約2万円かかります。船の操縦は妻が免許を持っていないため私しかできません。私が体調の良い時には漁に出ますが、漁師の仕事は力仕事のため負担がかかり、傷口が痛み、吐き気があり、その時は途中で仕事を切り上げて帰ります。食欲もなくなり、すぐ横になっています。思うように身体がついていかないため仕事も進みません。船が故障すると多額のお金がかかり、それら全ての支払いもまだ残っています。娘は椎間板ヘルニアで仕事を辞め、今は家にいます。多額な医療費の他、いろいろな出費が多く生活が困難です。どうか減免して下さるお願いします。（国保税は32万4千5百円）

◇「医療費一部負担金の減免」ができた！

むつ市何でも相談会にて　50歳後半男性

初期の喉頭がんを患っていたＫさんは、仕事ができなくなり収入が途絶え、その上放射線治療を受けるようになったため医療費が高額になり医療費が払えず悩んでいました。会では、Ｋさんの生活保護受給を勧める一方、医療費の一部負担金減免ができないか市と話し合いをし、生活保護は受給できるようになりましたがそれ以前の医療費の未払い約8万円が残ってしまいました。その後、国保年金課と話し合いをもち、資料を提供しながら説明し実施を求めました。

たびかさなる交渉で市に確認したことは、①医療費の一部負担金の減免をおこないたい、②おこなうにあたっては担当段階の判断基準が必要なので、要綱を作ってやっていきたい、③時期は7月中検討して要綱を作成する、④内容は生活保護を基準に減免の割合を決める予定、⑤現在生活保護申請予定の人の場合、申請以前の医療費について減免できるかどうか福祉と相談してみるという回答でした。

その後、国保税を滞納せざるを得なかった理由と、以前から税務課の担当者に説明済みだったことをKさんから直接話したところ、「滞納は意図的でないので昨年度にさかのぼって執行停止の措置をとる。これにもとづいて医療費の一部負担金の減免をおこなう」ということで合意に達しました。

そして、平成16年、8月18日付で『むつ市国民健康保険一部負担金減免及び徴収猶予取扱要領』が公表されました。

【介護保険】

◇無年金の私のような人たちの介護保険料は免除にしてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市　久保　ナミエ（仮名・７１歳）

　月８３５００円の夫の年金で夫婦２人で暮らしています。介護保険料は二人とも第１段階に減免していただきました。それでも二人分の介護保険料は年44,800円で大きな負担です。生活保護基準以下の場合、せめて一人分だけでも免除というわけにはいかないものでしょうか。介護保険料を払うだけで精一杯で、利用料まで払えるお金がない私たちはサービスを受けたいときに受けられないのではと、とても心配です。

◇実情をもっとくんで、減免制度の基準を広げてください

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市　清水　香子（仮名・４２歳）

　病気の両親が商売の廃業を考えていることを心配して、仙台に住む妹がインターネットで知った青森の守る会に電話相談をしました。後日、両親と一緒に事務所を訪ね、いろいろな制度について説明してもらって、初めて国保税と介護保険料の減免申請をしました。国保税は減免され、介護保険料減免は不承認になりました。

　商売のほうは３月からずっと赤字です。ガンを告知されて闘病中の父と、心臓が悪い母の年金は二人合わせて１３万円。２月にリストラされた私の１月分の給料と失業保険を合わせると世帯収入が基準額の１９３万５６８０円を超えるということです。確かに基準額より月額にして４２４３円超えます。でも両親の毎月の通院費はこれ以上かかります。「不承認事由：世帯収入が基準額を超えているため」と書かれている決定通知書が冷たく感じました。減免制度の基準を広げてください。実情をもっとくんでください。両親の年金では介護保険料を納めても、サービスを利用できないと思うのです。ぜひ介護保険料制度をもっと良くしてください。

◇月3万1千円の老齢基礎年金収入だけ、

介護保険料の支払いは無理です
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弘前市　藤本　豊子（仮名・78歳）

　私は、月3万1千円の老齢基礎年金で生活しています。10月からまた介護保険料が高くなり、光熱費、食費、国保料など足がでます。私は高齢なので今までは除雪もお願いしていましたが、これからはお金がなくてできなくなってしまいます。

生活と健康を守る会のチラシを見て、介護保険料に減免制度ができたことを知りました。ぜひ減免をお願いします。高齢者を苦しめないで下さい。

◇娘の夫に介護保険料を払ってもらうのは心苦しいです

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青森市　山本　ツナ（仮名・85歳）

　私の年金は月24,000円。娘夫婦と暮らしているので私の介護保険料は第3段階の44,800円です。とても私には払えません。娘の夫に払ってもらうことになります。借金を整理した後も苦しい生活をしている上に、娘夫婦も高齢で医者代がかかっているようです。その中から私の介護保険料を払ってもらうのは本当に心苦しいです。私の年金でも払える額にしてもらえないでしょうか。

【生活保護】

◇たいした理由もなく離婚して

生活保護なんて認められない
青森市　田村　香子（仮名・38歳）・・・手記

　一昨年の秋、妊娠8ヶ月で小さな子ども4人を連れて離婚しました。大きなお腹で、1人で役所や裁判所へ何度も通い手続きをしました。働くこともできずに、すがる思いで生活保護の窓口へも行きました。

　でもそこは、私のように弱い立場の人間を助けてくれる所ではありませんでした。「通帳に1円もなくなってから来い」「たいした理由もなく離婚して生活保護なんて認められない」「出産費は出せないから、今持っている金でさっさとお産してから来い」等々。役所に行った日は、悲しくて涙が止まらず眠れませんでした。不安な気持ちのまま出産をし、何とか申請までこぎつけましたが、あと２ヶ月で卒園する幼稚園をやめさせないと認められないと言われ、友達と一緒に卒園することを楽しみにしている子がどんなに悲しむだろうと、一晩中泣きました。

　そんな時、『生活と健康を守る会』に出会いました。ずっと1人でがんばってきた私に頼れる人ができて、それだけで心強くて涙が出ました。詳しい法律がわからない私は役所の言いなりでしたが、『会』は知識も経験も豊富で本当に信頼できました。実際には、生活保護を受けていても幼稚園に通うことはできるのだそうです。社会は変化し続け、現実の生活には過去にはない問題が生じているのに、役所は『前例がない』で済ませようとします。『会』の人が、「あなたのお子さんだったらどうしますか」と言ったのに対し、「私は生活保護を受けるつもりはありませんから考えられません」が担当者の返事でした。現場で様々なケースを扱う人たちが制度に対して何の疑問もなく、相手を思いやる気持ちがないのですから、何も変わらず、「決まりですから」で弱者は切られてしまいます。

中略
　今は生活保護が受けられ、子どもも元気に卒園できました。微力ながら同じ立場の方の力になれればと思っています。

※彼女は現在医療関係の仕事につき、生活保護を打ち切って5人の子どもたちと楽しく元気にがんばっています。

◇市民の立場に立った福祉行政を

十和田市　斎藤　るみこ　（仮名・60歳）

　私は、心臓病、高血圧で通院、糖尿病も心配だったのですが、医療費が嵩むため通院していませんでした。娘の世話になっている身もあり、生活と健康を守る会の事務局と福祉課へ生活保護の相談に参りました。その時、担当者に「糖尿病だからといって働けないということにはならない」と言われ、数日後中央病院で診てもらったところ「血糖値が異常に高い、即入院だ」と言われ、そのまま入院となりました。

　その後、生活保護は受理されましたが、受理されるまでの約20日間の入院費が請求されました。16万円と多額です。

　今度の福祉課や他の部署も含め役人仕事に腹が立ったのは次の2点です。

1 最初の相談日に生活保護申請書を交付すれば、こんな多額の負担にならなかったこと、また、相談日に遡って受理してくれれば負担はなかった。後日交渉したが拒否された。

2 中央病院では、税金の滞納があることから、高額医療は適用にならないとし、早期に支払うよう求められ、初回3万円を支払った。

⇒生健会事務局の方と相談し、交渉した結果、長期分割払いを認めさせた。

いずれにしても、個々の事情にもっと真剣に耳を傾ける姿勢に変えさせなければと強く感じた次第です。

◇脳梗塞で緊急入院、退院した私に




担当者は退院の日すぐに就労指導

青森市　奥野　太郎（仮名・50歳）

　私は10月27日に脳梗塞で入院。入院中も3回梗塞を繰り返し、左不全麻痺の後遺症が残りました。医師から「安静にしできるだけ寝ているように」との指示を受け11月29日に退院し、その旨をすぐに保護課の担当者に伝えようと電話したところ、「ハローワークに通って下さい」と言われました。自分では、今回は軽度の後遺症ですみましたがひっきりなしに梗塞を繰り返すのでとても不安でした。生活と健康を守る会に電話した時、「退院おめでとう。あせらずゆっくり療養して早く元気になって」と言ってもらい「落ち込んでいないでがんばろう」と思った矢先に、担当者からは激励どころか気持ちをずっと下まで落とす冷たい言葉でした。「まだそういう状況ではない」と反論すると、担当者は怒って「医療券を取りに来た時に・・」と話が続かなくなってしまいました。

　12月1日、担当者を訪ねると「最低でも一週間に一回ハローワークに行かないとだめだ」と言われました。突然の病気で足元もおぼつかない状態の時に就労活動をするのは無理です。もう少しリハビリを続け、手足の動きがスムーズになるまで、就労指導を待ってほしいと強く思います。

◇やっと仕事が見つかりはりきって働いている私に

「青森に仕事がないなら向こうに行ったらどうか」と担当者
青森市　長島　明（仮名・48歳）

　昨年11月にやっと仕事に就くことができがんばって働き出した矢先、(給与が一日3千円ほどで、生保受給のままの仕事)　まだわずか2週間を過ぎたばかりの頃でした。生活福祉課の担当者から呼ばれ、「生活設計でどういうことを考えているのか。生活保護をずっともらうつもりでいるのか」と聞かれました。その後担当者は「青森に仕事がないなら向こうに行ったらどうか。青森にこだわっている必要がないのでは。青森にいなければならない理由があるのか」と言います。そして、「次のステップを考えないとだめ」とチラシを持ってきました。私は青森生まれですから青森で生活することの理由が必要とは考えたこともありませんでしたし、やっと仕事が見つかってがんばっている今、何故こんなことを聞かれるのかとショックを受けました。私は、「青森にいたい。家財道具もあるし、処分するのは大変」と言うと、「家財道具を処分していくなら、上司と相談してお金は出すよ」とまで言い、「11月いっぱい考えて来月話して下さい」とのことでした。生活保護をやめないと働いていると認めてもらえないのでしょうか。

◇役所とハローワークの板ばさみです

青森市　働きたいたくさんの人たち

　自分自身働きたいし、役所の指導もどんどんきびしくなるので、週3回位はハローワークに通っています。求人カードには　　　　とスタンプが押してあり、面接担当者には自分たちが生活保護受給者であることがすぐにわかります。それは自分たちにとって辛いことです。長時間待ってやっと自分の番になりテーブルにつくと、担当者に「病気なのに何故仕事を探すのですか」と言われます。その時もここにいることが都合悪く感じる瞬間です。でも担当者の意見にも一理あるのではないでしょうか。

　青森県の有効求人倍率は3年連続全国最下位だそうです。若くて健康な人たちでも仕事がなく、ハローワークはいつも座るところもないほどの人たちでごった返しています。そんな中、病気療養中で免許や車なし、高齢の人に簡単に仕事が見つかる訳がありません。懸命に通いつめても仕事はないのです。

　生活福祉課からは「○○まで働きます」

と自立計画書みたいなものを書かされたり

「働かないと生保を打ち切る」と言われた

りすごく追い詰められています。役所には

就労活動をする上での苦労を理解してほし

いと思っています。

◇「死にたい気持ちになってしまう」と言ったら

　　　　ケースワーカーに「そうすれば」と言われて

青森市　袴田　リエ（仮名・５８歳）

３０年前に離婚しました。２人の息子が中・高校生の頃生活保護を受けていました。

その後は保護を受けずにずっと働いていましたが、昨年リストラされてから仕事がなく、また生活保護を受けることになりました。

　担当のケースワーカーさんの言葉に傷つくことも多く悩んでいます。東京に住んでいる息子たちのところへ「父親の居所が本当にわからないのか」「母親に生命保険をかけていないか」など、勤務先や夜に電話がいったそうです。私は申請のときにきちんと担当者に話してありますので、「不明なことがあったらまず私に聞いてください。息子たちには小さい頃離婚のことでつらい思いをさせています。勤務先や夜にまで電話をかけないでください」と訴えました。担当者の意地の悪い言い方に言葉のやり取りが荒くなってしまうこともあります。「若いあなたにそんなことを言われなければならないなんて、死にたい気持ちになってしまう」と言ったら、「そうすればいいでしょ」と冷たく言い返され、本当にショックでした。必要な調査なのかもしれません。だとしたらもっと適切な、人を傷つけない言葉でわかるように話してください。

◇生活保護世帯にも車の保有を認めてください
むつ市　南田　三郎(仮名・60歳)

　生活保護申請時に所有の車を手放すよう指導されました。私は、市の中心街から約4キロ離れた所に住んでいます。近くにバス停はあるのですが本数が少なく不便です。特に、妻が会社勤めをしていますが、早朝のバスがないため不便をきたしています。また母が入院している14キロ離れた病院に週1回行かねばならず交通費が大変です。

　私自身ヘルニアで通院しており、腰痛に苦しみながら不便な生活を強いられています。現在の社会生活では、ほとんどの人が車を保有しております。一刻も早く車の保有を認めてほしいと思います。

　⇒度重なる交渉後、今年6月、妻の送迎に限り車使用を認められ、車を保有した。

◇車がないからと仕事を断られます

青森市　働きたいたくさんの人たち

　生活と健康を守る会の援助で路上生活から脱却し、週3～4回ハローワークに通い求職活動を続けています。大型や普通車の免許がありますが、なかなか仕事がありません。やっと仕事を探しても会社が郊外の事が多く、通勤するのに車を持っている事が条件のところが多く、最近もいくつかの会社から断られました。

生活保護申請時、保護課の指導で車を手放して申請した人も何人かいます。30歳代・40歳代と若いのにやはり仕事につけない人がたくさんいます。保護の担当者に言われるまでもなく、一日も早く生活保護をやめ、働いて生活していきたいと自分たち自身が一番思っています。働きたいのに働くことができない今の生活はとても辛い。自立のためにも車の保有を認めてもらいたいと強く願っています。

　

◇仕事を続けるため、車の借用を認めて

青森市　城下　真奈美(仮名・40歳)

　事業の借金を苦に自殺を図った夫、命は助かったものの記憶障害になり仕事ができません。破産宣告し、家も競売で手放し、子どもと3人生活保護を受けてアパートで生活しています。半年前から夫を1人にしておくことができるようになり、やっと昔働いていた喫茶店で仕事ができるようになりました。私の家庭の事情をよくわかっている喫茶店のオーナーは、「通勤のために店の車を使っていいよ」と言ってくれました。乗り継ぎのバス通勤では仕事に遅れていくことが多かったのと、保育園の送り迎えも間に合っていくのが大変でしたので、生活福祉課の担当者に車の借用について話しました。しかしすぐに「だめだ」と言われました。

　生活と健康を守る会の事務局の人と一緒に車借用の許可を求めて話し合いに行きました。「仕事先の近くに転居したらどうか」と担当が話したのに対して、やっと今の環境に慣れた記憶障害の夫が、新しい環境に慣れるまで私が職場に勤務できないこと、度々保育園が変わることで幼児に与える不安を考えると転居は適切な指導とは思えないこと、雇用主が家庭のことを配慮してくれるケースは稀なことを一生懸命説明してくれました。

　おかげさまで、車を借用しての通勤を認めてもらうことができました。半分あきらめていたことが実ってとてもうれしいです。今、元気に勤務しています。

◇青森に帰らないつもりで働きに行った父が県外で倒れ、


医療費のこと、これからのことが心配です

青森市　中村　泉(仮名・31歳)

　季節労働の仕事が終わって自宅に帰った日に、内装の仕事をしていた父が突然倒れて福井県の病院の集中治療室で4日間治療を受け、人工透析が必要という連絡を受けました。冬の間のわずかな生活費から旅費を工面して福井県の病院へ行ってきました。

　父が家賃を払わずに青森に戻らないつもりで福井へ行ったこと、父の滞納分の家賃(20万円)を払って私が借家の契約者になったこと等事情を話したのですが、福井では病院を住所にした生活保護の申請は受けつけてもらえないので、青森の生活福祉課に相談するように言われ、青森生活と健康を守る会も紹介されました。

　両親が離婚した後、私は生後8ヶ月から祖父母に育てられました。祖父母が亡くなった後、4・5年前に東京から帰ってきた父と暮らすようになりましたが、生活費も入れず、私の給料も父に使われてしまう状況だったので、ハローワークに頼んで季節労働者として市外のホテルの寮に入って働いてきました。福井県の往復旅費や滞在費に冬の間暮らすための費用を使い、父の入院費やこれからのことを私は負担できません。

　福井の病院から国保の保険証を送るように言われて市役所に行ったら、『資格証明書』になっていたので、1万円納めて保険証をつくって送りました。福井では「生活保護申請はできない」と言われ、青森の福祉課では「帰る家がない状況で、福井で倒れた場合、福井での申請になる」と言われ、どうすればいいかわからず困ってしまいました。今までのことを考えると、退院後の父とは青森で一緒に暮らすことはできません。私は冬の間収入がなく、自分自身の生活のことでも悩みがいっぱいです。

◇自分の行きたい病院に行きたい、『医療証』にしてほしい
青森市　橋本　愛子（仮名・30歳代）

　医療券をもらいに役所を訪ね、○○病院に行きたいと担当者に伝えると、「何故○○病院を希望するんだ？△△病院にしなさい」と言われました。病院を選ぶのにも担当者の指導に従わなければならないのでしょうか。症状も細かく聞かれ、若い男性の担当者に言いにくいこともあるので辛いです。その上具合が悪くて少しでも早く病院に行きたいのに生活状況や就労活動についても聞かれます。医療券をもらいに行くのが苦痛で受診を我慢することもあります。１日も早く普段使える医療証にしてください。

◇給料明細と市民税課の書類と違うので

何で違うか証明するものを持って来いと言われ

青森市　竹中　和歌子(仮名・52歳)

　私はパートで働き、病気療養中の29歳の息子と、事務員をしている20歳の娘と3人で暮らしています。昨年11月に生活福祉課に娘の給料明細書を持って行った時に「娘さんの所得が届けと違う。市民税課の書類と20万円の開きがあるので何で違うのか証明するものを持ってくるように」と言われました。明細書は毎月届けています。娘に聞いても「全部出している」と言います。差があると言われても何故かわかりません。

　娘の会社は、昨年事務員が2人辞めて、社長も変わったとのことです。また、娘は生活保護を受給していることを会社に話していないとのことで、市役所から書類の提出を求められていることを会社に言いづらいと悩んでしまいました。

　生活と健康を守る会の事務局の人が、娘がきちんと働き続けられるよう配慮して対応してほしいと何回も交渉してくれ、もし万が一会社とトラブルがあった場合、役所が責任をとってくれるのかと尋ねると「もちろん仕事を探してもらうが、わかりました」とのことでした。生健会の事務局の人が、生活保護世帯とわかると解雇する会社もあることを話すと「クビになっても仕方ない」との返事。びっくりしました。

　20歳の娘の給料が収入認定され、娘は家族のために辛抱してがんばっています。私と2人働いても生活保護基準以下の所得で生活保護を辞めることができません。親として申し訳ない気持ちでいっぱいです。

◇生活保護受給者は通帳をつくるのが大変
青森市　小山内　強（仮名・60歳）

　蟹田で路上生活していましたが、通りがかりの人から生活と健康を守る会を紹介され、住まいを確保し、昨年11月から生活保護を受給しています。年金や生活保護費を受け取るための通帳を作りに銀行に行ったら、免許など身分証明できるものがなく、家に電話もないため本人確認できないので通帳を作ることはできないと断られました。生活保護受給証を見せましたがそれではだめとのことでした。

　生健会事務局の人が当該銀行支店に問い合わせてくれましたが、一昨年1月から法律でそうなっており、携帯電話番号記入の時は実家等の電話番号を必ず記入してほしいとのこと。生健会が「路上生活経験者や電話のない生活保護世帯が新規に通帳を作れないことになる」と言うと、「そういうことにもなります」との回答でした。

　このことで、青銀労組・みち銀従組が財務事務所と交渉してくださり、「今回のような場合は柔軟に対応してよい」との回答で、やっと通帳を作ることができました。

◇住宅扶助・家賃を実態に合うようにしてほしい・・・
むつ市　松谷　龍子（仮名・５2歳）

　3年前に山形市からむつ市に引っ越しし、仕事を探しています。なかなか見つからず貯金も乏しくなってきたため、生活保護を申請し認められましたが、アパート代の基準が2万3千円なので安いアパートを見つけて移るよう指導を受けました。現在入居しているアパートは、家賃2万5千円ですが、これより安いアパートが見つからず困っています。

◇自己破産の申立て書類を出すように言われました

青森市　田辺　清美(仮名・57歳)

　生活保護の申請をし、自己破産の申立てをしようと準備をしていますが、市役所から申立て書類のコピーを出すように言われました。生活と健康を守る会の人からは、破産申立て後に『受理票』のコピーを生活福祉課の担当者に届けるように言われていましたが、裁判所からもらってきたばかりでまだ何も記入していない書類を持って行ったら、書類全部を担当がコピーしていました。

私の場合、申立て費用だけは親戚が援助してくれることになったのですが、誰からも援助してもらえる人がない場合、多額の申立て費用をどうすればいいのでしょうか。

◇自己破産の手続きをしてからでないと

生活保護は受けられないのでしょうか

青森市　飯田　松美（仮名・52歳）

　小学生の頃、3回骨肉腫の手術をしました。そのため身体が不自由になり、思うように仕事ができずにいます。最近夫が失踪し、収入がなくなり生活に困って生活保護の相談に行ったら、サラ金の借金があるかと聞かれました。私が「あります」と答えたところ、「そんな者には金を出せない」と言われました。また、身体が不自由だと説明したのに、まだ若いから働けなどと言って相談にのってくれませんでした。

生活保護はどういう場合に受けられるのでしょうか。

自己破産の手続きをしてからでないと保護を受けられないとすれば、生活に困った人はその間どうやって暮らせば良いのでしょうか。

◇自己破産の手続きをしてからでないとだめだと言われました

青森市　今井　光雄（仮名・52歳）

　市役所の担当窓口へ生活保護の申請書を持参したところ、自己破産の手続きをしてからでなければ駄目だと言われ、申請書を突き返されました。借金の整理をしなければならないことは聞いていましたのでその準備をするつもりでいますが、自己破産の申立てをするにはお金がかかりますので、その費用をどうするか悩んでいます。

【黒石生健会相談会より】

◇何のための家族訪問ですか　　　　　　　　　　　　（50歳代女性）

　遠方でバイトしながら大学生活を送っている娘と「行き会いたい」と市から職員が行ったそうです。「書類を書かなきゃいけないということでもない」と、娘と一緒に写真を撮ってきたとのことでした。遠くで１人がんばっている娘の精神的負担を考えると親としてとても辛い気持ちです。何のための家族訪問ですか。遠方にいる家族への訪問を強要しないでほしいです。

◇医療機関を選べない　　　　　　　　　　　　（50歳代女性・40歳代男性）

· 行きたい病院があるのに「黒石病院ではだめですか」と担当に言われました。

· 「歯医者を変えたい」と思ったら、病院から「病院と市役所間の契約ができていないので診ることができない」と言われました。市役所に尋ねると「契約していないから違うところに行ってくれ」と言われ、生活保護を受けている人は病院を選ぶことができないのかと思いました。

【路上生活】

◇保証人がいないので、退院してもすむ部屋を確保できない

青森市　阿部　貢（仮名・７１歳）

青森駅で倒れて病院へ運ばれました。病院を住所に生活保護を申請し、受けることが決まりました。アパートが決まれば退院していいと言われていますが、保証人になってくれる人がいないのでアパートが見つかりません。生活と健康を守る会のことは市の担当者から教えてもらいました。

◇もとの生活に戻りたい、社会とつながりたいと思っています

青森市　中村　勇樹（仮名・４４歳）

　海で数年、山で２年間、野宿生活をしてきました。その間山菜などを取り、市場や知人に売って生活をしてきました。日中はまだいいのですが、夜や体の調子が悪い時など誰も話し相手がいないため孤独で、一日一食の生活にも疲れてしまいました。雨風をしのぎ、仕事を持った人間らしい生活をしたいと思っていた頃、守る会の見回りに来てくれた人たちに声をかけてもらったのが山を降りるきっかけとなりました。でもまだ、外で生活している仲間がいます。野宿生活になったいきさつはいろいろですが、そうなりたくてなったわけではないのです。元の生活に戻りたいと思っても難しい事情もあります。１枚の新聞があると、その記事でよく論議します。自衛隊員だった人、商売をやっていた人、難しいことがよくわかる人、それぞれ勝手に意見を言い合います。みんなどこかで社会とつながりたいと思っているのです。事情があって外で生活するようになったので、警戒心が強いですが、時間をかけて接触し、人間らしい生活に戻るきっかけと援助がほしいと思っています。今私ができることは、彼らに食べ物を届けることだけなので、それをできるだけ続けていきたいと思いますが、冬は雪の中で生きていけるかどうか心配です。

◇市内に親族がいても路上生活をせざるを得ないことも

青森市　杉田　弘満（仮名・４４歳）

市内に親族がいても路上生活にならざるを得ないなんて、今までは考えもしなかったのですが、自分自身がそうなってしまいました。

　会社をリストラされた後、しばらく月４万円ほどのアルバイトをしていましたが、家賃が払えなくなり、一年間車上生活をしていました。車をよけたときに転んで右足首を骨折して入院しましたが、収入がないため怪我が完治しないうちに退院して職を探しました。両親はともに高齢で、兄弟たちも不況の中自分の生活で手一杯です。離婚した妻が私名義でした借金のことなどで、以前親兄弟に迷惑をかけたこともあって援助を断られ、職もなく路上生活を１年間することになってしまいました。

このままではだめだと思っていたときに守る会の人から声をかけてもらいました。何とか体を直して仕事につけるようになりたいと思っています。

◇足が腫れて歩けなくなっている時、声をかけてもらって

青森市　堂本　幸雄（仮名・６２歳）

　大阪で土木関係の仕事をしていましたが、２年前会社が解散したため失業しました。

以後、持ち金で生活してきました。仕事を求めて海岸線をまわり、昨年８月末に青森にたどり着きました。私の年齢ではなかなか仕事がありません。所持金もなくなり９月末には路上で生活していました。１０月くらいから足が腫れあがり歩行が困難になってしまいました。守る会の巡回の人に声をかけてもらい、事務所に相談に行って助けてもらいました。

　青森市内で路上生活をしている人の中には、病気や怪我をしている人、高齢な人もいます。定期的に調べて、何とか救済できないでしょうか。

◇死ぬつもりで青森に来ましたが…

青森市　山路　武文（仮名・６５歳）

　埼玉でボーリングの仕事をしていました。仕事が減ってきたため、平成１１年に退職して、２年間手持ち金で生活してきました。平成１２年１１月、死ぬつもりでフェリーに乗ろうと青森に来ましたが、死ぬことができず以後青い海公園にいました。

　昨夜、警察が来て退去するように言われ、居るところがなくなって途方に暮れて守る会に相談して生活保護を申請することになりました。

◇昼は公園、夜はバス停、市役所前の空きビルにもいました

青森市　谷本　政志（仮名・４８歳）

　東京でコンビニの、弁当の仕分けの仕事をしていましたが、人間関係がうまくいかず仕事をやめ、別の仕事を探しましたが見つからず下北へ帰ってきました。育ての親の、娘の世話になっていましたが、感情的なもつれから世話になることができなくなり、仕事を探しに青森市へ出てきました。仕事が見つからないうちに所持金がなくなって、昼は公園・夜は駅前のバス停やビルの階段、昨年の１１月末からは市役所前の空きビルにいました。夜は寒くてよく眠れません。風呂は昨年８月半ばにはいったきりです。１２月１０日には年金手帳など大事な物を盗まれてしまいました。緊張の日々で疲れました。

今年３月、守る会の人に声をかけてもらって、生活保護の申請をしました。本当に救われました。

【児童扶養手当・就学援助・

高校授業料減免・母子福祉】

◇母子家庭になり、利用できる制度のことがわからず不安です。

青森市　工藤　香（仮名・３１歳）

　２年間別居状態でしたが、昨年７月に離婚しました。中学１年・小学５年・５歳の保育園児の３人の男の子の親権は私が持つことになりました。私の収入は現在月５～７万円、公営住宅の家賃は1万3千5百円です。相談に来るまで家賃減免の制度があることも知りませんでした。別居中、今まで何をしていたのと言われるかもしれませんが、暮し向きのこと、子供の教育費のことなど不安です。いま手続きをしなければならないことや利用できる制度があったら教えてください。

◇中学校入学準備の費用を3月中に受け取れるようにしてください

青森市　中本　千裕美（仮名・38歳）

　保険の外交をして12歳の女の子と10歳の男の子を育てています。上の子供が春から中学生です。中学校のトレパン、制服代を3月30日まで準備しなければなりません。私の給料では生活していくのがやっとで、入学にかかる多額のお金を準備するのは大変です。就学援助の入学準備金が3月中に支給されればと思います。

◇給料が減収し、3人の子どもの授業料の支払いができません

青森市　野中　智子（仮名・43歳）

　3年前まで28万円位だった夫の給料が、今は16万円～22万円位です。私の給料は9万円位で、2人でがんばって仕事をしても高校生1人、中学生2人の子どもたちとの生活は大変苦しく、授業料の支払いができずにいます。親の介護のための借金もあり、毎月支払いに追われています。

　高校の授業料5万2千800円を3月まで納めるように学校から言われており、このまま納められないと退学させられてしまうことになります。学校の先生や事務の方がとても心配して何回も相談にのってくれるのですが見通しがなく、学校生活を楽しんでいる子どもに申し訳ない気持ちでいっぱいです。毎日とても悩んでいます。

◇保証人になってもらう人のことでいつも悩みました。

青森市　渋田　育美（仮名・43歳）

　就職先が決まらないうちに息子が高校を卒業しました。高校に入るときに貸付金を借りるときなど保証人になってくれる人がなかなか無くて苦労しました。母子家庭の場合、保証人になってもらうのが大変です。保証人が無くてもいいようにしてもらえたらと思います。私の周りの母子家庭は昼夜働いても収入が少ない人が多いです。自動扶養手当改悪や生活保護の母子加算廃止の話を聞くと胸が締めつけられます。

◇母子寮を住所に生活保護申請ができることを知りました。

青森市　花巻　琴枝（仮名・35歳）

3歳の子供を抱えて離婚しました。娘のところに世話になっていたのですが、生活費もなく、これ以上迷惑をかけられなくなり生活保護申請の相談に行きました。

アパートに移るお金が無かったので、石江の母子生活支援施設の見学に行きました。建物の周辺はさびしく、集団の生活環境にも慣れることができるか不安でした。そこを住所に生活保護が申請できることも初めて知りましたが、親戚から敷金を援助してもらえたので入所はしませんでしたが、母子寮でがんばっている女性たちがいることも初めて知りました。母子家庭の暮らしの厳しさを痛感しています。

生





夫の死亡後、役所に生活保護の辞退届けを書かされ、月8万5千円の年金と孫の仕送り5万円で病気で体が不自由な息子と2人で暮らしています。いくら節約しても医療費が大変で、先月から市営住宅の家賃が払えません。国保料・介護保険料の減免申請ができることを初めて知りました。わずか10万円の給料から5万円も援助してくれる孫娘が不憫で仕方ありません。どうか減免をお願いします。








求人カード





黒石生健会本日(7/21)100世帯達成！


「100世帯突破記念交流会」を開催します


　　


黒石生健会が12名で県内4番目の単組として産声をあげてから4年がたちました。「一人で悩まないで」、「人権侵害は許さない」と力を合わせてとりくんで待望の１００世帯の組織を築きあげました。


みんなでおおいに語り合い交流しましょう。


【と　き】7月25日(日)


【ところ】はなさき温泉





2005年





一人はみんなのために


みんなは一人のために
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